


ま え が き

本書『自閉症とＡＤＨＤの子どもたちへの教育支援とアセスメント』は、科学研究費補助金の基盤

研究( )( )｢自閉症児・ＡＤＨＤ児における社会的障害の特徴と教育的支援に関する研究｣の中間報B 2

告書である。

この研究は、自閉症（特に高機能自閉症とアスベルガー症候群）の子どもたちとＡＤＨＤの子ども

たちにみられる社会的な困難性の特質について多面的に検討し、 アセスメントの方法を確立すると

ともに、 実際の学校現場での教育的支援と家庭での教育的支援に関する知見を得ることを目的とし

ている。 具体的には、自閉症児の社会的困難性の特質とＡＤＨＤ児の社会的困難性の特質の差異と

、 、共通点を分析するとともに その差異を明らかにするためのアセスメントのツールについて検討し

それぞれの障害に対して適切な支援の方法や、 社会的困難性への対処を主眼とした支援マニュアル

の開発を目指している。

今年度は、この研究の実施期間(３年計画)の中間年にあたるが、先頃(平成 年 月)、文部科学14 10

省の「特別支援教育の在り方に関する調査研究協力者会議」による『今後の特別支援教育の在り方に

（ ）』 、 、ついて 中間まとめ において 初めてＡＤＨＤと高機能自閉症の定義と判断基準の試案が示され

教育的支援に関する施策の提言がなされたので、 自閉症とＡＤＨＤのスクリーニングやアセスメン

トのツールに関する事柄を中心に、 これまでに本研究で得られた成果、及び関連する情報を集めて

中間報告書を作成することにした。

平成 年度は、本書に掲載したスクリーニングやアセスメントのツール、及び教育的支援に関す15

るいくつかの提案を実際に活用することによって、 さらに研究を深め、研究成果の最終報告書を刊

行する予定にしている。

本書の刊行にあたっては、多くの方々のど協力をいただいた。心より感謝する次第である。 自閉

症・ＡＤＨＤの子どもたちへの教育の充実のため、本書を有効に活用していただければ幸いである。

平成１５年２月

独立行政法人

国立特殊教育総合研究所分室長

東 條 吉 邦
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